
 

 

◇◆◇ 益田市景観フィールドワーク講座とは ◇◆◇ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
景
観
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

 
 

 
 

 
講
座
だ
よ
り 

☆オリエンテーション☆ 

 

 

 

☆フィールドワーク☆ 

 

☆ふりかえり☆ 

 

 

 

☆閉会☆ 

  

 

   

 益田市は、平成 26 年 12 月に「益田市景観計画」を策定しました。今後、この計画

を活かしたまちづくりに、市民のみなさんと共に取り組んでいくためには、より多くの

方に益田の景観について興味を持ち、その魅力を知っていただくことが大切だと考えま

す。そこで、これまでとは少し違った景観へのアプローチとして、写真家の秋野 深（あ

きの じん）氏を講師に、カメラを持ってまちを歩き、興味を持った景観を思い思いに

撮影する「景観フィールドワーク講座」を開催しました。 

 

 

 匹見川流域は、美しい自然景観はもとより、集落の赤瓦屋根と周囲の山々がつくり出す農村景観を見ることができ、これ

らもまた流域景観として大切な景観資源です。匹見川沿いに位置する土井ノ原地区の景観は、匹見川と山々と空、そして、

集落内に広がる田畑と赤瓦屋根で形成されています。山々の緑と田畑の緑に赤瓦が映える風景は、季節や天気、時間によっ

て様々な表情を見せてくれます。自然とともにある人々の営みが、農村景観の中に受け継がれています。 

「益田市景観計画」では、特色あるまち並みを有する地域など、今後、重点的に景観の保全・形成に取り組むことを検討

していきたい地区について、市内 20 地区程度を「景観計画重点地区」候補地域として盛り込んでいます。景観フィールド

ワーク講座は、この「景観計画重点地区」候補地域を中心に開催しています。 

益田市景観フィールドワーク講座 第 3 回は「河川景観」の匹見町澄川土井ノ原地区！！ 

当日のプログラム 

参加者のみなさんの感想 

フィールドワーク講座の様子や 

     景観行政情報を随時掲載！ 

益田市景観ブログ いいとこ、み～つけた！  

http://blog.canpan.info/mkeikan 

景観行政団体益田市 facebook         

https://www.facebook.com/mkeikan 

 知っておきたい！「景観」に関する基礎知識 

■「景観」とは・・・ 

 地域ごとの自然や歴史、文化等を背景に、人々の生活や経済活動の積

み重ねによりつくられていくものであり、地域の個性や特色を表すもの

です。また、景観は、眺める対象である風景や景色などを表す「景」と、

それを眺める人の行動である「観」で表されるように、目に見える風景

や景色だけでなく、見る人が好ましく感じたりする感覚なども含めて、

一体となって見えてくるものが景観です。 

 

■「視点場」とは・・・ 

 視場とは視点が位置する場所のことです。視点は景観を見る人間自体

であり、視点場は視点である人間が位置する場所を指します。駅や大通

りなど多くの人から見られる場所、また丘の上や橋梁上など、良好な景

観の得られる場所が一般に視点場として捉えられます。 

益田市景観フィールドワーク講座の内容や感想などを、参加者のみなさんにお伝え

します。 

日 時：平成 28 年 9 月 24 日（土） 

10：００～１６：３０ 

会 場：匹見下地区振興センター 

参加者：のべ 17 名 

 事務局からの景観フィールド

ワーク講座の説明の後、秋野先

生から、景観の捉え方のヒント

や撮影のポイントなどについて

説明していただきました。 

 土井ノ原地区に移動し、まず

は石垣を題材に、オリエンテー

ションの実践を行いました。そ

の後、地区の中を自由に散策し

て撮影しました。 

アンケートでは、印象に残った景観や、今後フィール

ドワークをしてみたい景観を書いていただきました。 

参加者みんなで写真を見るこ

とで、他の人がどんな景観に興

味を持ったのかを知ることがで

きました。石垣や水路、赤瓦屋

根など、同じ風景を見ていても、 

 第 3 回となる今回は、開催地区にお住まいの方にも多数参

加いただき、一緒に土井ノ原地区の景観を撮影しました。 

オリエンテーションでは、事務局から講座の開催趣旨と、

景観計画重点地区候補地域について簡単に説明を行いまし

た。続いて、講師の秋野先生から景観の特色を見つけるため

のポイントや、写真で伝えるための工夫について説明してい

ただきました。また、カメラのズーム機能を活かした表現に

ついて、実際にカメラを使って説明していただきました。 

 午後からは、参加者全員で土井ノ原地区に移動して、秋野

先生と一緒に、実際にカメラを持ってのまち歩きを行いまし

た。参加者のみなさんは、秋野先生のアドバイスを思い出し

ながら、土井ノ原地区を自由に歩き、興味を持った景観や特

徴的な景観を見つけては思い思いに撮影していきました。 

 ふりかえりの時間では、秋野先生のコメントを交えながら、

参加者のみなさんが撮影した写真をスライドに映していきま

した。撮影した写真を見ることで、他の人がどのような景観

に興味を持ったのか、また、同じ風景でも捉える視点は様々

だということを知るよい機会になりました。 

当日は、天候にも恵まれ、空と山々と匹見川、田畑と赤瓦

屋根がつくりだす土井ノ原地区の農村景観を、より一層美し

く見ることができました。長時間にわたるプログラムでした

が、ご参加いただきありがとうございました。 

益田市景観フィールドワーク講座 

～第 3 回 匹見町澄川土井ノ原地区～ 

益田市景観フィールドワーク講座  

～第 3 回 匹見町澄川土井ノ原地区～ 
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初めて参加しましたが、

わかりやすくご指導頂

き、楽しく散策すること

ができました。 

すばらしい地区です。

残したいですね。 

すばらしい秋の

景色にたじたじ

でした。 

写真を通じて、地元を

深く理解する非常によ

い体験ができました。 

切り口を考えながら写真を

撮ろうと思ったが、気がつ

けば石積みの風景にみと

れ、散歩になりがちだった。 

講座でお話を聞き、カ

メラを持つことに興

味がでてきました。 

私は地元の者ですが、住ん

でいて慣れてしまい、皆さ

まがいいなと思われる写

真を見て見直しました。 

田畑の土手も綺麗に草

刈りが行われており、

住む人の丁寧なくらし

が感じられた。 

ふだんじっくり歩く

機会がないので、良い

時間をいただけた。 

以前と違う場所なのに、

共通するものの発見等

あって興味深かった。 

集落のたたずまいをゆっく

りと散策することができ、久

しぶりに気持ちの良い時間

を過ごすことができた。 

初めて来た場所ながら、

意識するとここまで違

うものかと驚きました。 

地元だったけど、ほかの

所の景観も見たらいい

と思いました。 

誰にでも撮れるものだか

らこそ、撮る人の視点が重

要というのを実感した。も

う一度挑戦したい！ 

 

一体となって見えてくる 

ものが『景観』 

文化・伝統 技術・制度 

歴史・風土 人々・暮らし 

視点 

 国道 488 号を視

点場にすると、匹見

川と背後の山々の間

に、なだらかな斜面

に沿って広がる赤瓦

屋根の集落を一望で

きます。 

 山側の高い場所

を視点場にすると、

地区を見下ろすこ

とになり、田園風景

など、農村景観の広

がりが感じられま

す。 視点場のイメージ 

視点場 

捉え方は様々でした。また、興味を持った景観や見てほ

しい景観などを地図に書き込んでいただきました。 

秋も深まった

頃、また歩いて

みたいです。 

他の集落についても、

まち歩きすることで新

たな発見ができると期

待している。 

歩いてあっちこっち見

てまわるのがこんなに

おもしろいとは！ 

0 5 10 15

その他

身近に水のある生活景

石垣・石積

寺社

イチョウの木

赤瓦屋根の集落

土井ノ原地区で印象に残った景観（複数可）

人数

景観として生活風景

として区分し撮る事

を勉強しました。 

広角とか上

手に使えた

かなあ？ 



 

 

景観フィールドワーク講座 

～第3回 匹見町澄川土井ノ原地区～ 

参加者の皆さんに、フィールド

ワークで興味を持った景観や、

「いいな」と思った景観、他の

人にもぜひ見てほしい景観など

を、自由に書き込んでもらいま

した。 

⇒ 注目したのはココ！ 

見つけた！ 
土井ノ原地区の魅力ある景観！ 

棚田が自然の風景と 
調和している 

この地区には、すべての
場所に花が咲いている
のがよかった！ 

味のある橋 

水がとてもキレイ 

彼岸花と石垣、空、
花と赤瓦･･･どの

景観もグッド！ 

赤瓦が 
よく見えた 

特徴ある 
石垣 

水場が多い 

清流と赤瓦 

石垣 
ほこら 

彼岸花と 

田んぼ 

はで場 

船 

イチョウの木の 
姿がよかった 

赤瓦の 

大きな屋根 

高い所からの 
ながめ 

生活用水として 
使われている水路 

こちらから見た 

景色も良かった 

昔から見なれた風景でも、他
の人から言われると「なるほ

ど」と思い、良く見えた 

廻ってみて、石垣

が多いことをしみ
じみ感じました 

水路を 
またぐ橋 

家をとり
まく石垣 

カーブミラーに
映る景色 

参加者の皆さんが、土井ノ原地区のどんな景観に興味を持ち、
魅力を感じてカメラを向けたのか、撮影した写真から分析して
いきます。 

石垣・石組 

神社・寺 

農村景観 

暮らしの中の水 

地区内で多く見られる石垣や石組は、自然に囲まれた地区の景観に溶け込んでいる。複雑

に組まれているものや苔生した古いものなど、それぞれに個性があり興味深い。 
 

地区の伝統や文化を受け継ぐ寺社は、地区の景観の核を成す。八幡宮の境内の大きなイチ
ョウの木、自徳庵の大きな赤瓦屋根は、川の対岸からも見ることができる。 

澄川八幡宮 自徳庵 

田園風景に映える集落の赤瓦。秋は黄金色の稲穂や赤い彼岸花が美しい。こて絵の施され
た蔵や、そこに暮らす人々の営みが感じられる生活景に、懐かしさを感じる。 

蔵 

田園風景と赤瓦 

まちで発見！ 

集落の中を小川が流れ、汲池や貯水槽が見られる。身近

に水を感じる風景からは、昔から豊かな水を生活に取り
入れていることがよく分かる。 

生活景 

視点場 

･･･「視点場」になる場所 

（景観を見る地点） 

視点場 

視点場 

家主がいない空き家
も･･･さみしい 

全域が歴史的な生活感が
にじみ出ている生活景。 

匹見下地区のシンボルと
して残してほしい。 
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